
１．対象地域及び実施期間

対象地域

実施期間

２．被害防止計画目標の達成状況

基準年の実
績値（A）

目標値（B）
目標年の
実績値（C）

達成率
(A-C)/(A-B)

基準年の実
績値（A）

目標値（B）
目標年の
実績値（C）

達成率
(A-C)/(A-B)

イノシシ 1,396 977 1642 -59% 1.47 1.02 1.61 -31%

ニホンジカ 若干 若干 若干 #VALUE! 若干 若干 若干 #VALUE!

ニホンザル 若干 若干 若干 #VALUE! 若干 若干 若干 #VALUE!
外来獣（ハク
ビシン、アラ
イグマ、ヌー

トリア） 若干 若干 若干 #VALUE! 若干 若干 若干 #VALUE!

カワウ
若干 若干 若干 #VALUE!

市内２漁協
組合

市内２漁協
組合

市内２漁協
組合 #VALUE!

カラス 若干 若干 若干 #VALUE! 若干 若干 若干 #VALUE!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

合計 1396 977 1642 -59% 1.47 1.02 1.61 -31%

３．目標の達成のために実施した各事業の内容と効果

R3 イノシシ
ワイヤーメッ
シュ柵の設置 100m 集落 R3.10.18 100%

被害防止計画目標評価報告書

近江八幡市獣害対策協議会

被害金額(千円、％) 被害面積(ha、％)

令和２年度～令和４年度

近江八幡市

対象鳥獣

事業量 管理主体 供用開始
利用率・稼

働率

侵入防止柵の設置以降、被害がな
くなった。

事業効果実施年度 対象鳥獣 事業内容



４．総合評価

（コメント）

５．第三者の意見

（コメント）

（
注
）
１
被
害
防
止
計
画
目

イノシシは、豚熱によってかなり減少したが、近々増加しており、柵設置集落でも管理が不十分なところは、被害が発生
しており、適切な管理ができるよう指導してゆく。（東近江農業農村振興事務所　主幹　松井 賢一）

　侵入防止柵の設置により、被害が低減された。
侵入防止柵の未整備地区においては、イノシシが農地へ侵入し被害が増加している。
侵入防止柵整備済み地区においても防護柵周辺の刈り払いや定期的な点検の実施を促進し、適切な管理により防護柵の効
果を最大限引き出す必要がある。


